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２０２２年度 事業報告（案） 

 
 ２０２２年度は、新型コロナウイルスの影響と併せて、ロシアによるウクライナ侵攻がきっかけとなった原油

高をきっかけとした物価高騰の影響が市民生活に大きな打撃を受けた年でした。 

２０２３年１月から、新型コロナウイルス感染症特例貸付の償還が開始となり、特例貸付を借り入れた方

への支援が新たなフェーズに入っています。５月には、新型コロナウイルス感染症の感染症法上の分類が

２類から５類へと変わり、With コロナの中、感染対策を講じた地域福祉活動の再開、また新たな活動の展

開が始まっています。 

関西社協コミュニティワーカー協会（以下、関コミ）では、毎月１回オンラインで開催しているコロナ禍に

おけるマネジメント研究会（以下、コロマネ研）や、３年ぶりに参集型による新人・若手職員のつどいを６月

に開催し、そして７月にはオンラインと参集型によるハイブリットによる会員のつどいを開催するなど、本格

的に活動を展開しました。また、会員及び会員以外の全国の社協職員向けの情報発信のためのホームペ

ージ作りの検討も進めています。 

関コミのプロジェクトとして取り組んでいるコロマネ研の取り組みについては、日本地域福祉学会の地

域福祉研究第１４号（２０２３年５月発行）に、関コミ会員７名が分担して「コロナ禍におけるマネジメント研

究会から見えてきたこと」を寄稿し、社協におけるマネジメントについて発表をしました。その中で、社協事

業が多様化し、地域福祉実践組織としての「マネジメントの必要性」などについて、会員それぞれの立場か

らコロマネ研を通じた学びや、課題を伝えました。コロマネ研の取り組みを広く共有することは、社協職員

自身が主体的に、これまでの社協、これからの社協について、様々な形で、考え、学び、行動する、意義のあ

る取り組みです。新人・若手職員のつどいでは、奈良・和歌山メンバーが企画をし、会員のつどいは、大阪・

兵庫メンバーが企画をしました。こうした府県を超えた企画は、各府県単位での活動に広げていくことも意

識して進めてきました。 

２０２４年に設立３０周年を迎える関コミとして、２府４県の地元での活動の活性化、発展が関コミ自体の

活動の発展、強化につながり、全国の社協職員へ With コロナの時代における社協職員のあり方につい

て問いかけを行った１年となりました。 

 

 

 

事業内容 

１．総会の開催 

定期総会 

と き  ２０２２年８月２８日（日）１４：００～１５：００ 

開催方法 会場・ZOOM によるハイブリッド開催 

参加者  会員 ３１名（委任状１７名） 

内 容  ○２０２１年度事業報告・決算（案）について 

○２０２２年度事業計画・予算（案）について 

○役員改選について 
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２．会員の学習と交流 

（１）会員のつどいの開催 

① 第６６回会員のつどい 

と き  ２０２２年８月２８日（日）１５：００～１６：３０ 

開催方法 会場・ZOOM によるハイブリッド開催 

（会場：大阪市社会福祉研修情報センター ４階会議室） 

参加者  会員 ２５名 

内 容  「「コロナ禍のマネジメント研究会」(通称:コロマネ研)1 年間の実践と考察」 

  

② 新人・若手職員のつどい 

と き  ２０２３年６月１７日（土）11：30～17：0０ 

会場  奈良市社協「鳥見ふらっと」 

参加者  28 名 

内 容  奈良市社協 「鳥見ふらっと」を見学 

       「もりもりキッチン」にてみんなで会食 

       「ボッチャ」で交流 

       交流プログラム（グループワーク） 

       ①プロフィールシートを使用した自己紹介 

       ②お互いのモヤモヤを話し合う 

       質問コーナー「昔の新人さんに聞こう」 

 

③会員のつどい 

と き  ２０２３年７月８日（土）１３：３０～１６：３０ 

開催方法 会場・ZOOM によるハイブリッド開催 

     （会場：大阪市社会福祉研修情報センター ４階会議室） 

参加者  会員２３名、非会員１４名 合計３７名（会場２５名、オンライン１２名） 

ゲスト  元大津市社協 事務局次長 現龍谷大学特任教授 山口浩次さん 

内 容  大津市社協３２年間勤務し、昨年度末に退職された山口さんから、これまでの取り組みや出来事での

思いや働きかけたことについて、龍谷大学時代の後輩の東成区社協石川さんによるインタビューを交え

てお聴きしながら、社協ワーカーとしての価値観やスキルを学びました。また懇親会も開催し交流を深め

ました。 

 

 

３．各府県を単位とした活動の展開 

（京都府） 

2023 年 2 月に、京都府内の社協職員の交流会を開催しました。コロナ禍で希薄化した社協職員同士の

ネットワークを再構築をする目的で開催し、府内社協から、コロナ禍入職者も含めて 18 名参加されました。

対面・対話を意識した企画をし、レクリエーションとケーキ作りをとおして交流を行いました。このネつながり

を、第 21 回全国社協職員のつどいの京都開催につなげていきたいと思います。 
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（滋賀県） 

2022 年の全国のつどい第 6 分科会後、滋賀県内の社協メンバーは、「つどいをイベントに終わらせな

い」ために、2023 年 1 月に分科会の同窓会イベントを開催しました。 

私たち滋賀県メンバーは、つどいをきっかけに自主研グループ【totonoi しが】を立ち上げ、『地域福祉

を仲間とともに学び、未来に向けて成長し合うために』を合言葉に、定期的にミーティングを開催し、今後

の研究テーマや課題の洗い出しを行いました。 

また、つどい第 6 分科会のメンバーで LINE のオープンチャットを開設し、情報交換も行っています。 

今後は【totonoi しが】のメンバーを増やしながら、滋賀の社協ネットワークの拡大と、滋賀の福祉のボトム

アップを目指します。 

 

（大阪府） 

〇関西社協コミュニティワーカー協会大阪研究部会 

９月に総会を開催し、自主研活動で学びたいこと、語り合いたいことをテーマに参加者同士で話し合い

ました。１２月の定例会では、「個別支援の経験を活かした地域づくり」をテーマに、ＣＳＷでの経験を踏ま

えたコミュニティワークの実践をもとに、地域福祉実践について学びました。３月の定例会では、「学び成長

しあう職場づくり」をテーマに、社協内で職場研修として実践しているコミュニティワークを学び合うという

取り組みから、職場内での人材育成について考えました。 

〇泉州＋社協ワーカー勉強会 

泉州エリアを中心とした社協ワーカーの自主的な学びの場として、月 1 回の定例会で「若手ﾌﾟﾁﾌﾟﾚｾﾞ

ﾝ」「事例検討」「実践深め」「ｹﾞｽﾄｽﾋﾟｰｶｰ」、夏季には「合宿」を行っています。2022 年度は、前年度に引

き続きコロナ禍の学びの機会を模索し、Zoom アカウントを取得し、オンライン（ハイブリット）開催にて、合

計 10 回実施しました。 

 

（奈良県） 

自主研究会の立ち上げやあり方等について、具体的な取り組みには至っていません。久しぶりの対面企

画となった新人ワーカーの集いが奈良市で開催されたことを契機に、県内の新規会員が増えたこともあり、

県内の若手職員と先輩ワーカーがともに学び合う自主研究会などを検討していけたらと考えています。 

 

（兵庫県） 

市町社協の会員を広げるため、新人・中堅職員に向けて、研修等の機会に参加勧奨を行いました。ま

た、全国のつどい後、県内では具体的な取り組みには至りませんでしたが、今後、関心のあるテーマについ

て、会員を中心に非会員も交えた有志のメンバーで企画の段階から語り合い、県内ワーカー同士の実践

交流を通じた学び合いの場づくりを予定しています。 

 

（和歌山県） 

わかやま社協ワーカー自主勉強会は、偶数月の第 4 金曜日を定例として、出入り自由のスタイルです。

コロナ禍の中、オンライン参加にて開催していましたが、2023 年 5 年 4 月からは参集型に戻りました。社

協職員の悩みやモヤモヤを解決する研修内容や、県内社協の実践を発表するなど、若手から管理職まで

一緒に学び合える場を作っています。 
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４．研究活動の展開 

コロナ禍におけるマネジメント研究会（通称「コロマネ研」） 

2021 年度に発足した「コロナ禍におけるマネジメント研究会（コロマネ研）」も 2 年目を迎えました。立

ち上げ当初からのオンラインによる毎月第 3 水曜日、19 時から 20 時半の 90 分間で開催するフォーマ

ットを継続し、新たなメンバーを加えながら取り組んでいます。 

本年 7 月からは「地域福祉実践組織のマネジメント」を意識しながら、社協の固有性に掘り下げたマネ

ジメントの研究に新たなステージを移しつつあります。オブザーバーとして賛助会員でもある関西学院大学

の藤井先生の参加も得ながら、社協ワーカーの自主的な研究会として取り組んでいきます。 
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開催日 2022/9/21 参加者数 1１人  

報告 1 兵庫県社協 長谷川哲也 「非管理職のマネジメント（とそのマネジメント）」 

報告 2 西宮市社協 音川 礼子 「コロナ禍に総務課長になったから…」 

まとめ 大津市社協 山口 浩次 

※実践報告１と実践報告２ 司 会 泉佐野市社協 納田かおり 

記 録 洲本市社協 東 佑樹 
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開催日 2022/10/19 参加者数 13 人  

ゲスト NPO 法人なごみ 田村 幸大 「地域福祉型 NPO のマネジメント報告」 

企 画 事務局グループ 
※地域福祉を実践している NPO 法人からの報告 

記 録 兵庫県社協 高橋 俊行 
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開催日 2022/11/16 参加者数 16 人  

鼎 談 

堺市社協 

高槻市社協 

有田市社協 

守屋 紀雄 

山田 真司 

宮本 朋子 

鼎談 テーマ：「ミライマネジメント」 

～わたしたち、社協の５年後・１０年後を見据えて、こんなミラ

イをマネジメントします～ 
まとめ 箕面市社協 松浦 和平 

司 会 堺市社協 守屋 紀雄 
※鼎談報告者 3 人からの課題提起及び実践報告 

記 録 箕面市社協 松浦 和平 
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開催日 2022/12/21 参加者数 15 人  

報告 1 奈良市社協 後藤 文造 「2022 今年のマネジメント実践ふりかえりと展望」 

報告 2 すさみ町社協 地本 達行 「ど田舎社協の人材確保に向けてのマネジメント」 

報告 3 京都府社協 黒田 昌一 「労働組合の立場からミライに向けてのマネジメント」 

記 録 箕面市社協 松浦 和平 ※実践報告１と実践報告２と実践報告３ 
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開催日 2023/1/18 参加者数 13 人  

報告 1 有田川町社協 谷口 友紀 「総務 2 年目の実践  振り返りと未来にむけて」 

報告 2 奈良県社協 浅井 智子 「管理職員のマネジメント力を養うマネジメント実践」 

報告 3 奈良県社協 前坂 良彦 「県社協再雇用・施設福祉課への配属」 

司 会 有田川町社協 谷口 友紀 
※実践報告１と実践報告２と実践報告３ 

記 録 箕面市社協 松浦 和平 
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開催日 2023/2/15 参加者数 15 人  

話題提供 泉佐野市社協 納田かおり 「これまでの取り組みから考える泉佐野市社協らしさ」 

意見交換 ブレイクアウトルーム（3 室） 
テーマ「地域福祉実践のマネジメントに絡めての自身の気

づき」 

記 録 西宮市社協 音川 礼子 ※話題提供を受け、ブレイクアウトルームでの意見交換 

4
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開催日 2023/3/15 参加者数 12 人  

話題提供 門真市社協 藤江 冬人 「これからの研究会テーマと進め方」 

意見交換 参加者全員 テーマ「地域福祉実践組織としての社協の固有性など」 

企 画 事務局グループ 
※意見交換 ― 藤井先生コメント ― 意見交換 

記 録 兵庫県社協 荻田 藍子 
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開催日 2023/4/19 参加者数 １１人  

情報交換 参加者全員 テーマ：「フリートーク」 

進 行 門真市社協 藤江 冬人 

※新年度を迎えコロマネ研の参加者同士を知る企画 企 画 事務局グループ 

記 録 大津市社協 山口 浩次 
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開催日 2023/５/17 参加者数 ８人  

進 行 兵庫県社協 荻田 藍子 

「研究会の次のステージへ！」 

①社協組織のあり方、②地域福祉活動・事業のあり方 

③財源のあり方、④人材育成のあり方、＋地域福祉活動計

画のあり方 

企 画 事務局グループ 
※第 2 ステージの運営テーマについての共有 

記 録 奈良県社協 浅井 智子 
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開催日 2023/6/19 参加者数 13 人  

振り返り 奈良県社協 浅井 智子 5 月定例会の振り返りと第 2 ステージに向けた整理 

話題提供

① 

兵庫県社協 
高橋 俊行 

「地域福祉活動・事業とマネジメント ー中間支援機能を意

識してー」 話題提供

② 

兵庫県社協 
荻田 藍子 

司 会 大津市社協 山口 浩次 
※第 2 ステージの運営テーマについての共有 

記 録 門真市社協 藤江 冬人 
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開催日 202３/7/19 参加者数 １１人  

報告 1 箕面市社協 松浦 和平 
「下からのマネジメント」は実現可能なのか？ 

～やってくれる  やってしまう・・・～」 

報告 2 京都府社協 黒田 昌一 
「下からマネジメントは実現可能なのか 

～わかっちゃいるけど・・・中堅層の実践～」 

司 会 堺市社協 守屋 紀雄 
※実践報告１と実践報告２ 

記 録 高槻市社協 山田 真司 

 

 

５．情報の発信 

（１）ホームページ開設に向けた準備と運用 
関コミ設立 30 周年に向け、ネットでの情報発信に力を入れ、会員のみならず全国の社協ワーカーへ

の情報発信、会員向けの資料提供などを可能とするホームページを開設することにしました。そこで

2023 年度中の開設に向け役員内でプロジェクトチームを結成し準備をすすめてきました。 

    ホームページ開設に伴い、これまで会員向けに紙媒体である“YELL”を発行してきましたが、ホーム

ページや SNS 等のネット上での情報発信へ移行することにしました。 
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（２）YELLによる情報発信 

2020 年以降、YELL の発行ができず、本年度の役員会で今後のあり方を検討しました。 

今後は YELL を紙媒体での発行を廃止し、ホームページ内へ移行して会員のつどいや活動状況等情

報を発信することとしていきます。 

 

（３）ブログやフェイスブックを活用した情報発信等 
 会員への情報提供や、会員相互の声を交流するツールとして、ブログならびに Facebook ページを活

用し、「総会」や「会員のつどい」などの案内や、その内容報告についての情報発信を行いました。 

今後は、ブログはホームページへ移行していき、Facebook は引き続き活用していきます。 

 

ブログ       ：http://blog.canpan.info/kancomi/ 

Facebook ページ  ：https://www.facebook.com/Kansai.SWC.CW.Society/ 

           （2023 年 7 月末現在  241 名がフォロー中） 

 

（４）メールでの各種案内発信による情報発信の効率化 
 会員のメールアドレスの把握に努め、会員への連絡はメールを中心に行いました。郵送での連絡からメ

ールでの連絡に変更することで、より迅速に情報を伝えることが可能になり、また経費の節減にもつながり

ました。 

 

（５）ZOOMを活用したオンラインでの総会、研修等の開催 

コロナ禍を経験し、Zoom の有料アカウントも併用し、総会、役員会、つどい、勉強会や社協オンラインサ

ロン等を実施しました（述べ 44 回）。オンライン会議やオンラインと会場のハイブリッド形式の会議を実施

し、より多くの方が集まりやすい環境を整え、事業を実施しました。 

 

 

６．全国組織化に向けた取り組み  

第２１回全国社協職員のつどいに開催に向けた取り組み 

  第２１回全国社協職員のつどいは、２０２４年７月頃に京都市内で開催を目指して、準備を進めています。 

 第 1 回実行委員会 

  と き：2023 年 7 月 2 日（日）14:00～16:00 

  会 場：ハートピア京都 4 階 第 5 会議室 

  参加者：府内社協職員 30 名 

 

 

７．被災地社協への支援 

各地で自然災害が頻発している状況を鑑み、被災地及び被災地の社協ワーカーを支援するための資

金を平素から蓄え、迅速な対応ができるよう「災害支援金」の受入口座を２０２０年２月から常設化してい

ます。あらためて、会員に対しての受入口座の周知等に努めます。 

 

 

８．組織・財政活動の改善の検討 

会員への案内や情報提供を円滑かつ迅速に行うため、メールアドレスの登録を進め、メールによる案内

の運用を始めました。未登録の会員へは、引き続き登録を働きかけます。 

組織・財政活動の改善に関しては、会員への案内をメール化することで、郵送料などの経費の削減とな
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りました。また、ZOOM の活用により、役員会の開催もハイブリット化が定着したことで、会場の手配、準備

について、軽減できた部分と通信環境の確保、準備のため、輪番制で会場担当にあたった府県役員によっ

ては、新たな負担がありました。事務局機能の見直し、資料のクラウド管理、役員や事務局員の負担軽減

などの検討を役員会で重ね、事務局機能の輪番制（３年から５年周期で府県単位で事務局を交代する）

という方向性を見出すことができました。 

財政活動としては、会費収入が活動の基盤になっていることを踏まえ、新たな会員の獲得と併せて、会

員会費の納入率アップにつながる呼びかけを、役員メンバーが中心になって会員に働きかけています。 

 

 

９．監事会の開催 

と き    ２０２３年 8 月 10 日（木）18：00～19：00 

開催方法  ZOOM による書面確認 

参加者  監事、会長、副会長、事務局 

内 容  ２０２２年度事業および会計監査 

 

 

１０．役員会の開催  

回 開催月日 開催場所 参加人数 

第１回 

１０／２２ 
兵庫県社協+ZOOM でのハイブ

リッド 
１２人 

・総会および会員のつどいの振り返りについて 

・今期の役割分担 

・ホームページ作りの分担について 

・次回、全国社協職員のつどいについて 

・関コミに関する学習 

第２回 

 １２／４ 
大阪市社協+ZOOM でのハイブ

リッド 
１２人 

・ホームページ作りの進捗について 

・全国社協職員のつどいについて 

  第 20 回大会の報告書の作成状況 

  第 21 回大会の開催について 

第３回 

 ２／１８ 
八幡市社協（京都）+ZOOM で

のハイブリッド 
１１人 

・ホームページ作成について 

・全国社協職員のつどいについて 

  第 20 回大会の報告書の状況 

  第 21 回大会の開催について 

・新人ワーカーの集いについて 

・会員の集い（総会）について 

・会員のつどいの企画について 

・会員の集いについて 

・事務局機能の移行及び会費請求について 

・コロマネ研の活動状況 
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第４回 

 ４／２３ 
奈良県社協+ZOOM でのハイブ

リッド 
７人 

・ホームページ作成について 

・新人ワーカーの集いについて 

・会員の集いについて 

・会員の集い（総会）について 

・会費請求について 

・全国社協職員のつどいについて 

  第 20 回大会の精算の状況 

  第 21 回大会の開催について 

 

第５回 

 ６／２５ 
すさみ町社協（和歌山県）

+ZOOM でのハイブリッド 
１７人 

・ホームページ作成について 

・第 20 回全国社協職員のつどいの報告について 

・新人ワーカーの集いの報告について 

・会員の集いについて 

・会員の集い（総会）について 

・会費請求・会員状況の共有について 

・全国社協職員のつどい 第 21 回大会について 

・事務局機能の移管作業 

・総会資料作成にむけて 

・ 次期 役員候補者の選出 

第６回 

７／２２ 
大津市社協+ZOOM でのハイブ

リッド 
１４人 

・総会に向けた準備の進捗状況について 

・ホームページの立ち上げに向けた進捗状況について 

・会員の集い（総会）の準備の進捗状況について 

・次期時期役員候補の選出について 

 
 ※関コミ役員の交流を図るためオンラインサロンを実施（年 3 回）しました。 
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2022.7.1～2023.6.30

（収入の部） (単位：円）
費　　目 予算額 決算額 比較増減 備　　　　　考

入会金 3,000 4,000 1,000 　＠500円×8名

会　　費 300,000 318,000 18,000
　＠3,000円×61名 183,000円
　＠6,000円×15名　90,000円
　＠9,000円×5名　45,000円

事業費収入 110,000 557,904 447,904
新人ワーカーのつどい参加費、
20回全国のつどい精算後の返金

寄付金 1,000 0 △ 1,000

雑収入 100 7 △ 93 預金利息

繰越金 1,168,156 1,168,156 0 前年度決算繰越金

合　　計 1,582,256 2,048,067 465,811

（支出の部） (単位：円）
費　　目 予算額 決算額 比較増減 備　　　　　考

事業費 330,000 29,922 △ 300,078
・新人のつどい事業費
・コロナ禍におけるマネジメン
ト研究会

会場費 80,000 41,980 △ 38,020
・新人ワーカーのつどい、役員
会の会場費

会議費 8,000 0 △ 8,000

助成費 120,000 0 △ 120,000

印刷費 40,000 0 △ 40,000

通信運搬費 150,000 58,920 △ 91,080
総会案内、会費請求、WEB会
議システム等

旅　　費 60,000 11,770 △ 48,230 役員交通費補助

消耗品費 25,000 1,424 △ 23,576 事務用品（封筒）購入費

災害見舞金 25,000 0 △ 25,000

雑　　費 30,000 6,490 △ 23,510 振込手数料、振替通知料金等

予備費 714,256 0 △ 714,256

合　　計 1,582,256 150,506 △ 1,431,750

収入額 2,048,067

支出額 150,506

差額 1,897,561 翌年度へ繰越し

関西社協コミュニティワーカー協会
一般会計

2022年度決算書（案）
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2022.7.1～2023.6.30

（収入の部） (単位：円）
費　　目 予算額 決算額 比較増減 備　　　　　考

事業費収入 100,000 0 △ 100,000

寄付金 1,000 0 △ 1,000

雑収入 100 2 △ 98 預金利息等

繰越金 209,451 209,451 0 前年度決算繰越金

合　　計 310,551 209,453 △ 101,098

（支出の部） (単位：円）
費　　目 予算額 決算額 比較増減 備　　　　　考

事業費 100,000 0 △ 100,000

旅　　費 3,000 0 △ 3,000

雑　　費 1,000 0 △ 1,000

予備費 206,551 0 △ 206,551

合　　計 310,551 0 △ 310,551

収入額 209,453

支出額 0

差額 209,453 翌年度へ繰越し

関西社協コミュニティワーカー協会
全国組織化特別会計
2022年度決算書（案）
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２０２２年度 関西社協コミュニティワーカー協会 

役 員 名 簿  

【役員】 
 氏  名 社協名 府 県 

会 長 高橋 俊行 兵庫県社会福祉協議会 兵庫県 

副会長 前坂 良彦 奈良県社会福祉協議会 奈良県 

副会長 福冨 儀夫 八幡市社会福祉協議会 京都府 

幹 事 山口 浩次 大津市社会福祉協議会 滋賀県 

幹 事 井ノ口 浩士 大津市社会福祉協議会 滋賀県 

幹 事 黒田 昌一 京都府社会福祉協議会 京都府 

幹 事 竹本 悠二 福知山市社会福祉協議会 京都府 

幹 事 小山 恵太朗 京都市社会福祉協議会 京都市 

幹 事 浅井 良一 大阪府社会福祉協議会 大阪府 

幹 事 叶井 泰幸 大阪府社会福祉協議会 大阪府 

幹 事 藤江 冬人 門真市社会福祉協議会 大阪府 

幹 事 巽 俊朗 大阪市社会福祉協議会 大阪市 

幹 事 杓谷 顕彰 高槻市社会福祉協議会 大阪府 

幹 事 松本 裕一 兵庫県社会福祉協議会 兵庫県 

幹 事 崎野 貴志  淡路市社会福祉協議会 兵庫県 

幹 事 岡本 晴子 奈良県社会福祉協議会 奈良県 

幹 事 後藤 文造 奈良市社会福祉協議会 奈良県 

幹 事 地本 達行 すさみ町社会福祉協議会 和歌山県 

幹 事 谷口 友紀 有田川町社会福祉協議会 和歌山県 

【監事】 
 氏  名 社協名 府 県 

監 事 武田 知記 京都府社会福祉協議会 京都府 

監 事 茂籠 知美 池田市社会福祉協議会 大阪府 

【事務局】 
 氏  名 社協名 府 県 

事務局長 長谷川 哲也 兵庫県社会福協議会 兵庫県 

事務局 浅井 良一※ 大阪府社会福祉協議会 大阪府 

事務局 黒田 昌一※ 京都府社会福祉協議会 京都府 

 事務局（※）表記は役員と兼務 
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２０２３年度 事業計画（案） 
 

関西社協コミュニティワーカー協会は、１９９０年に提起された社協基本要項の見直しをめぐる論議の中

で、地域福祉の第一線にいる社協職員の交流の場や総意を結集する組織の必要性が高まり、『全国組織

化を進める関西社協職員の会』（１９９３年６月発足）を経て、１９９４年１月に発足しました。 

30 年という節目を迎える２０２３年度、全社協では、関コミの設立のきっかけにもなった「社協の基本要

項（新・基本要項）」の見直しの検討をされています。 

さらにコロナ禍で生活困窮が顕在化され、社会福祉協議会が特例貸付のフォローアップ支援の担い手

として求められており、社会福祉協議会にとって大きな転換期とも言えます。 

このような動向の中で、社会福祉協議会の役割とは何か、私たち社協職員がどう向き合うか改めて考え

る大事な年になるのではないでしょうか。 

関コミでは国や全社協の動きを注視し、「社協の基本要項（新・基本要項）」等の検討状況などを共有

し、必要に応じて会員の声を集約し発信に向けて議論を行っていきます。 

また、これまで関コミが大切にしている「議論」を深めるためにも、「会員のつどい」「全国社協職員のつ

どい」などを通じて会員同士のつながりの強化、会員外のワーカーともつながり、会の趣旨を理解し賛同し

てもらえる仲間を広げていけるようにオンラインの活用も含めた研修・交流等の機会確保に取り組んでい

きます。 

これらの機会の周知や取組報告をはじめ多くの会員や社協職員に必要な情報を届けられるように、

facebook やメール配信、ホームページの開設準備をはじめとした情報発信にも取り組むとともに、近年、

各地で大規模災害が頻発している中で、被災地で支援に取り組む社協職員を関コミとしても支援します。 

２０２４年に設立３０周年を迎える私たちは、従来から積み上げてきた実践の発展だけではなく、社会全

体が新たな活動様式を選ばざるを得なくなった時期であることを冷静に俯瞰し、従来の手法だけにこだわ

るのではなく、目的達成のために柔軟に活動を広げていけるよう検討し実践していく一年としたいと考えま

す。 
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≪事業計画≫ 
１．総会の開催 

 

 

２．会員の学習と交流 

＊会員のつどいの開催・時事問題への対応 

＊コロナ禍におけるマネジメント研究会での取り組み報告 

＊WITH コロナにおける地域福祉活動（社協活動）のあり方の学習・情報交換 

＊WITH コロナでのつながりづらさを解消するためのオンライン交流会 

＊新任ワーカーのつどいの開催 

 

 

３．各府県やテーマを単位とした活動の展開 

＊府県単位で、役員が率先して、会員、会員外も含めて交流の場の構築  

＊各府県の自主的な集まりの場などとの連携を図り、社協ワーカーが身近に集える場の創造 

 

 

４．研究活動の展開 

＊コロナ禍におけるマネジメント研究会（通称「コロマネ研」）を継続実施 

＊全社協が２５年ぶりに「社協の基本要項（新・基本要項）の見直しの検討に対して、必要に応じて、会員

の意見聴取等の実施 

 

 

５．情報の発信 

（１）ホームページ開設に向けた準備と運用 

（２）facebookの活用 

＊広く関コミ活動を周知していくためのツールとして活用 

（３）メールでの各種案内発信による情報発信の効率化 

（４）Zoomを活用したオンラインでの総会、研修等の開催 

 

 

６．全国組織化に向けた取り組み 

（１）第 21回全国社協職員のつどい大会 in京都 

 と き   ２０２4年 7月頃に 2日間で予定 

ところ  京都市内で調整中 

参加者 定員 250名予定 

内 容  基調講演・分科会 

 

 

 

 

 

 

 

 

「全国社協職員のつどい」は、全国組織化へのアクションの一つとして、関西圏持ち回りで開催府県の会員を

中心とした社協職員有志が実行委員会を立ち上げ共に開催してきました。過去には福岡県でも開催していま

す。 

今後も全国の社協職員間の繋がりを構築し、支え合い学び合う社協職員のネットワーク化を進めていきます。 

15



 

 

７．災害時の対応 

（１）被災地社協への災害活動支援金の常設受付（継続） 

（２）災害時の支援活動の検討 

 

 

８．組織・財政活動の改善の検討 

（１）オンライン会議ツール（ZOOM等）の活用 

＊集まれない中でもつながりを作れる場づくり 

＊WITH コロナで安心した総会、役員会を開催できる環境づくり（ハイブリット開催） 

（２）事務局機能の負担軽減 

＊役員会における日程調整、資料作成、進行、記録の担当を 2府 4県で分担し、輪番で回していく。 

  ２０２３年度からは、会計・会員動静担当を兵庫から大阪へ担当を移行する。 

（３）全国会計の口座を、関コミ口座へ統合し、会計機能の効率化を図る。 
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2023.7.1～2024.6.30

（収入の部） (単位：円）

費　　目 予算額 前年度予算額 比較増減 備　　　　　考

入会金 4,000 3,000 1,000 　＠500円×８名

会　費 309,000 300,000 9,000
　＠3,000円×８０名
　＠6,000円×１０名
　＠9,000円×1名

事業費収入 12,500 110,000 △ 97,500
　＠500×２５名（事業参加費）
　※２１回全国のつどい（京都）の精算・返
　　金は今期は想定無（次期予算に積算）

寄付金 1,000 1,000 0

雑収入 100 100 0 預金利息

繰入金収入 209,453 0 209,453 全国会計からの繰り入れ（会計の統合）

繰越金 1,897,561 1,168,156 729,405 前年度決算繰越金

合　　計 2,433,614 1,582,256 851,358

（支出の部） (単位：円）

費　　目 予算額 前年度予算額 比較増減 備　　　　　考

事業費 350,000 330,000 20,000
・会員のつどい（新人含む）等の事業費
・コロナ禍のマネジメント研究会
・ＨＰ作成費用

会場費 85,000 80,000 5,000 総会、会員のつどい、役員会等の会場費

会議費 8,000 8,000 0 監査に係る経費（対面実施での旅費等）

助成費 300,000 120,000 180,000
・各府県での活動助成費（10万）
・全国のつどい（京都）初動経費（20万）

印刷費 35,000 40,000 △ 5,000 機関紙・資料等印刷代

通信運搬費 150,000 150,000 0 文書・資料送付料、ＺＯＯＭ年間利用料

旅　　費 70,000 60,000 10,000 役員交通費補助

消耗品費 60,000 25,000 35,000 事務局移転にかかる事務用品購入等

災害見舞金 25,000 25,000 0 見舞金（＠5,000×5カ所）

雑　　費 30,000 30,000 0 振込手数料等

予備費 1,320,614 714,256 606,358
・一般用途の予備費＝1,311,161円
・全国組織化用途の予備費＝9,453円

合　　計 2,433,614 1,582,256 851,358

TRUE
承認を得られるのであれば、全国会計の残高を一般会計に繰り入れし、会計を統合する。

関西社協コミュニティワーカー協会
一般会計

2023年度予算書（案）
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2023.7.1～2024.6.30

（収入の部） (単位：円）

費　　目 予算額 前年度予算額 比較増減 備　　　　　考

事業費収入 0 100,000 △ 100,000

寄付金 0 1,000 △ 1,000

雑収入 0 100 △ 100

繰越金 209,453 209,451 2 前年度決算繰越金

合　　計 209,453 310,551 △ 101,098

（支出の部） (単位：円）

費　　目 予算額 前年度予算額 比較増減 備　　　　　考

事業費 0 100,000 △ 100,000

旅　　費 0 3,000 △ 3,000

雑　　費 0 1,000 △ 1,000

繰入金支出 209,453 0 209,453 一般会計への繰り出し（会計の統合）

予備費 0 206,551 △ 206,551

合　　計 209,453 310,551 △ 101,098

承認を得られるのであれば、全国会計の残高を一般会計に繰り入れし、会計を統合する。

関西社協コミュニティワーカー協会
全国組織化特別会計
2023年度予算書（案）
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関西社協コミュニティワーカー協会規約 

 
（名 称） 
第1条 本会は、関西社協コミュニティワーカー協会と称する。 

 
（目的及び性格） 
第2条 本会は、住民主体の社協活動をめざし、地域福祉の発展・向上を図ることを目的に、社

協のコミュニティワーカーとしての専門性と社会的地位の向上を高めるため、会員相互の交

流･現場の声の集約、研究、政策提言を行う関西の社協職員によって構成する自主的な組織で

ある。 

 
（事 業） 
第3条 本会は､前条の目的を達成するために次の事業を行う。 

（1）地域福祉及び社協活動、コミュニティワークに関する研究協議 

（2）ブロック単位のあるいは多様な形での会員交流 

（3）委員会の開催 

（4）機関紙・会報等の発行 

（5）年1回程度の総会（交流集会）、役員会の開催 

（6）必要に応じて、研究協議したことのアピールや、関係機関、マスコミ等への意見表明、

政策提言 
（7）その他目的達成のために必要な事業 

 
（会 員） 
第4条 会員は、正会員･賛助会員とする。 

 
（会員の資格） 
第5条 会員は正会員・賛助会員とし、次の資格を有するものとする。 

（1）正会員（以下、会員という。） 

本会の趣旨に賛同かる関西の社会福祉協議会職員とする。ただし、役員が承認した場合 

はこの限りではない。 
（2）賛助会員 

賛助会員は、本会の趣旨に賛同し、事業を援助するものとする。 

 
（会 費） 
第6条 入会金は500円とし、年会費は3,000円とする。 

2 賛助会員は、年会費とし、3,000円とする。 
3 既納会費は、返還しない。 

 
（総 会） 
第7条 総会は、毎年1回会長が招集する。 

2 会長が必要と認めたとき、また、会員の五分の一以上の請求があるときは、臨時総会を開催

できる。 
3 総会の議事は､出席会員の過半数をもって決する。 
4 総会は、次の事項を議決する。 
（1）収入支出予算及び事業計画 

（2）事業報告及び決算の承認 

（3）規約の改正 

（4）その他本会の運営に関する重要な事項 

（5）議長は、総会の都度、出席会員の中から選出する 
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（役 員） 
第8条 本会に次の役員を置く。 

会長  1名 
副会長  若干名 
幹事  若干名 
監事  2名 

 
（役員の職務） 
第9条 会長は、本会を代表し、会務を統括する。 

2 副会長は、会長を補佐し、会長に事故ある時は、その職務を代行する。 
3 幹事は、本会事業を推進する。 
4 監事は、事業・会計が適正に執行されるよう監査する。 

 
（役員会） 
第10条 役員会は、会長、副会長、幹事及び事務局長をもって構成する。 

 
（役員の選任） 
第11条 役員は総会において選任する。 

2 監事は他の役員を兼ねることはできない。 

 
（任 期） 
第12条 役員の任期は1年とする。ただし再任は妨げない。 

2 補欠役員の任期は、前任者の残任期間とする。 

 
（委員会） 
第13条 本会に委員会を設けることができる。 

2 委員会規則は別に定める。 

 
（事務局） 
第14条 本会に事務局を置く。 

2 事務局には、次の役職を置く。 
事務局長  1名 
会計  1名 
事務局員  若干名 

3 事務局長は、幹事及び事務局員の互選により選任する。 
4 事務局員及び会計は役員会で選任する。 

 
（経 費） 
第15条 本会の経費は、会費･寄付金及び事業に伴う収入、その他の収入をもって充てる。 

 
（会計年度） 
第16条 本会の会計は、毎年7月1日に始まり、翌年6月30日に終わる。 

 
（付則） 
1  この規約は、1994年1月16日より施行する。 

2  本会発足時の役員任期及び会計年度は、1月16日に始まり7月31日に終わる。 

3  この規約は、1995年7月30日より施行する。 

4  この規約は、1996年7月14日より施行する。 
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5  この規約は、2000年7月16日より施行する。 

6  この規約は、2005年3月5日より施行する。 

7  この規約は、2022年7月1日より施行する。 
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